
 

 

 

平成２９年度全国学力・学習状況調査 

柏原市における結果の概要について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



全国学力・学習状況調査について 

はじめに 

 柏原市教育委員会では、これまで、基本的な方針として、毎年、「学校教育基

本目標ならびに重点目標」を定め、着実に取組を進めてまいり、平成２６年６月に

教育の大綱的な位置づけとして、「柏原市教育振興基本計画」を策定、平成２９年

５月には、後期計画を付記し、改訂いたしました。 

しかしながら、全国学力・学習状況調査など代表的な指標をみると、依然として

厳しい状況が続いております。 

そこで、本市の現状と成果と課題を踏まえ、特に今後３年間に力を入れるべき学

力向上施策として、「かしわらっ子はぐくみプラン」を策定し、その代表的な指標とし

て、「全国学力状況調査」や「全国体力・運動能力、運動習慣調査」を把握・多面的

に分析し、教育施策の成果と課題を検証し、保護者や市民の理解と協力のもとに

適切に連携を図りながら、教育及び教育施策の改善に向けて取組みをすすめてま

いりました。 

柏原市教育委員会では、今後とも教育に関する継続的な検証改善サイクルを確

立し、児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立て、各種事業を

展開していきます。 

 

 



全国学力・学習状況調査の概要（文部科学省ＨＰより） 

１．調査の目的 

●義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の

学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を

図る。  

●そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。  

●学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

 

２．調査の対象学年 

小学校第６学年、中学校第３学年 

 

３．調査の内容 （ 問題 http://www.nier.go.jp/17chousa/17chousa.htm ） 

教科に関する調査（国語、算数・数学） 

●主として「知識」に関する問題  

●主として「活用」に関する問題 

●生活習慣や学校環境に関する質問紙調査 

●児童生徒に対する調査  

●学校に対する調査 

 

http://www.nier.go.jp/17chousa/17chousa.htm


柏原市の結果からみる今後の重点課題について 

【教育委員会がすべきこと】 

●「書く力」の育成をねらった取組みの推進 

●幼小中一貫教育の推進 

●家庭学習についての啓発 

●スマートフォンやゲーム等に関する研修の実施 

 

【学校がすべきこと】 

●書く指導の推進 

●基礎基本の徹底 

●家庭学習を促す取組みの推進 

●スマートフォンやゲーム等の学習活動、学力への影響についての啓発 

 

【家庭がすべきこと】 

●基本的生活習慣の定着 

●家庭学習習慣の定着 

●スマートフォンやゲーム等についてのルール作り 
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【 １ 】 小学校国語A（主として「知識」に関する問題） 

 

※レーダーチャートは全国の平均正答率を「１」として算出した値で作成しています。 

 

 

 

 

 

 ※○印：成果と考えられること 

 ※△印：課題と考えられること 

 

 

○ 全問対全国比で±５％に収まっている。 

○ 最終問題の無答率が国＝２．９％、市＝２．０％である。 

△ 漢字の正答率が国＝７９．４、市＝７７．１である。 



 

 

～課題のある問題～ 

７（１） 参加たいしょうの「たいしょう」を漢字で書く。 

 

 

～学習指導に当たって～ 

★★★ 子どもが当該学年までに配当されている漢字を

習得できるようにするには ★★★ 

 

漢字は、各教科等や日常生活で使用する文や文章の中で

適切に使うことができるように指導することが重要であ

る。そのためには、学習した漢字を繰り返し書いて練習

することのみならず、様々な場面で、漢字のもつ意味を

考えながら、実際に文や文章の中で正しく使うことがで

きるように指導することが大切である。本問で取り上げ

たように、「対象」、「対照」などの同音異義語に注意して

使うことができるように指導することも大切である。 
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【 ２ 】 小学校国語B（主として「活用」に関する問題） 

 

※レーダーチャートは全国の平均正答率を「１」として算出した値で作成しています。 

 

 

 

 

 ※○印：成果と考えられること 

 ※△印：課題と考えられること 

 

～課題のある問題～ 

１二 グループの話し合いの中で、石田さんたちはスピーチメモを使うことの良さについてどのように

考えているかについて書く。 

△ 各領域まんべんなく課題がある。 

△ 最終問題の無答率が、国＝１９．４％、市＝２３．１％である。 

 



 

条件が二つある。「話し合いの様子の言葉をつかって」「４０字以内で」 

（正答率：国＝６９．２％、市＝６２．２％）（無答率：国＝３．８％、市＝５．９％） 

 

１三 折り紙の魅力についてスピーチメモとグループの話し合いで出された意見をもとに書く。 

条件は、「意見から取り上げる」「スピーチの言葉で」「８０～１００字で」の三つ。大阪府もこ

の問題を大阪府のウィークポイントとして注目している。 

  （正答率：国＝４８．４％、市＝４０．４％）（無答率：国＝２．６％、市＝４．９％） 

 

 

２一 「緑のカーテン作りへの協力のお願い」における文章の構成の工夫として当てはまるものを選択

する。 

  （正答率：国＝７０．８％、市＝６２．７％）（無答率：国＝０．７％、市＝０．４％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

～学習指導に当たって～ 

★★★ 目的や意図に応じて自分の考えが伝わるように話す力の育成 ★★★ 

 

目的や意図に応じて自分の考えが伝わるように話すためには、話の構成や内容を工夫し、場に応じた適

切な言葉遣いで話すことができるようにする必要がある。そこで事実と感想、意見とを区別する、結論

付けを明確にする、声量や速度、抑揚や間の取り方を考える、改まった言葉や丁寧な言葉を考えるなど、

その場に応じた最も適切な表現の仕方について指導することが大切である。具体的には、設問の１二の

ように、自分や友達の発表の様子を、振り返るための観点を明確にして振り返る活動が有効である。ま

た、スピーチメモを活用して話す活動も考えられる。まず、目的や意図に応じて、話の構成や内容を工

夫し、話の要点を短い言葉で順序立てて記述したメモを作成することができるように指導する。そして、

そのメモを基に、話のまとまりや順序を意識するとともに、相手の反応を見て話すことができるように

指導する。その際、相手の理解をより促すために、相手の反応に応じて思考を働かせながら話すことが

できるように指導することが大切である。 

 

 

 

★★★ 目的や意図に応じて、文章の構成を考えて書く力の育成 ★★★ 

 

自分の考えを相手に伝えるためには、目的や意図に応じて文章全体の構成の効果を考えて書くことが重

要である。文章の種類や特徴を踏まえた上で、自分の考え及び相手の理解が明確になるように、文章の

構成を工夫する必要がある。その際、それぞれの段落の内容としてどのようなことを書けばよいのかを

考えたり、自分の考えを一貫して述べたりすることができるように指導することが大切である。また、

常に読み手を意識し、書き方を工夫することができるように指導することも大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 



○ 基礎的な計算の力はついている。 

○ 最終問題の無答率が、国＝５．１％、市＝３．１％である。平成２６年度からみると、初めて国

の無答率を下回った。 

△ 量と測定の領域が不十分である。 
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【 ３ 】 小学校算数Ａ（主として「知識」に関する問題） 

 

 ※レーダーチャートは全国の平均正答率を「１」として算出した値で作成しています。 

 ※○印：成果と考えられること 

 ※△印：課題と考えられること 

 

～課題のある問題～ 

５ 示された平行四辺形の面積の、半分の面積である三角形を正しく選ぶ。 

  （正答率：国＝６７．０％、市＝６１．３％）（無答率：国＝１．３％、市＝１．２％） 



 

 

～学習指導に当たって～ 

★★★ 平行四辺形と三角形の面積を図形の性

質とともに理解する力の育成 ★★★ 

 

底辺の長さと高さがそれぞれ等しい平行四辺形

と三角形においては、図形の向きや形に依存せ

ずに、三角形の面積は平行四辺形の面積の半分

であるという面積の意味理解をすることが大切

である。指導に当たっては、二つの合同な三角

形を合成してできた平行四辺形の面積を求めた

り、平行四辺形を対角線で分割してできた二つ

の合同な三角形の面積を求めたりする活動が考

えられる。その際、平行四辺形の面積を求める

公式と三角形の面積を求める公式を比較し、そ

の面積の関係を捉えることが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○ 基礎的な計算の力はついている。 

○ 最終問題の無答率が、国＝８．７％、市＝７．７％である。 

△ 「記述式」の方が「選択式」よりも無答率が高い。 

【 ４ 】 小学校算数B（主として「活用」に関する問題） 

 

※レーダーチャートは全国の平均正答率を「１」として算出した値で作成しています。 

 

 ※○印：成果と考えられること 

 ※△印：課題と考えられること 

 

～課題のある問題～ 

１（１） カードの差が４の場合の、２けたのひき算の式と答えを書く。 

  （正答率：国＝６９．５％、市＝７６．０％）（無答率：国＝２．０％、市＝４．３％） 
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～学習指導に当たって～ 

★★★ 情報の中から条件に合うものを 

選択する力の育成 ★★★ 

 

日常生活の問題を解決する場面では、様々な情報の中から

必要な情報を収集した上で、条件に合うものを選択するこ

とが必要になる。児童自らがどのように考えて選択したか

を説明できるようにすることが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【 ５ 】 中学校国語A（主として「知識」に関する問題） 

 

※レーダーチャートは全国の平均正答率を「１」として算出した数値で作成しています。 

 

 

 

 

 

 ※○印：成果と考えられること 

 

～課題のある問題～ 

８二 二人の交流の様子について説明したものとして適切なものを選択する。 

（正答率：国＝７２．３％、市＝６５．６％） 

○最終問題の無答率が国＝１．３％、市＝０．７％である。 
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９一２ 漢字を書く。（雨で運動会がエンキに

なる） 

    （正答率：国＝６２．３％、市＝５

６．７％） 

９六１ 楷書と比較したときの行書の説明と

して適切なものを選択する。 

    （正答率：国＝４９．６％、市＝４

３．６％） 

～学習指導に当たって～ 

★★★ 子どもが文章の構成や展開、表現の

仕方について自分の考えをもつためには ★

★★ 

 

文章の構成や展開、表現の仕方について自分

の考えをまとめる際には、自分の考えを支え

る根拠となる段落や部分などを挙げるように

することが大切である。また、そのような表

現をした書き手の意図との関連を考えたり、

その効果について考えたりすることも重要で

ある。例えば、文章の構成や展開、表現の仕

方についての自分の考えと、他の人の考えと

を比べることを通して、自分の考えを深める

学習活動が考えられる。このような学習活動

を授業の中に取り入れることが重要である。 

 

★★★ 書き手のものの見方や考え方を捉え、自分のものの見方や考え方を広くする力の育成 ★★★ 

 

文学的な文章を読む際には、書き手のものの見方や考え方に共感したり、疑問をもったりすることなど

を通して、新たなものの見方や考え方を発見したり、様々な視点から物事について考えられるようにな

ったりするなど、読み手としてのものの見方や考え方を更に広げていくことが大切である。例えば、詩

歌などを読み、内容や表現の仕方について感想を交流する学習活動が考えられる。その際、感想の相違

のみならず、その根拠として取り上げている表現が異なる場合があることを指導するなど、自分の考え

を広げたり深めたりしていくための交流の視点を示すことが重要である。 

 

 

 

 

 



【 ６ 】 中学校国語B（主として「活用」に関する問題） 

 

※レーダーチャートは全国の平均正答率を「１」として算出した数値で作成しています。 

 

 

 

  

※○印：成果と考えられること 

 ※△印：課題と考えられること 

 

 

 

 

△ 各領域、万遍無く課題がある。 

△ 記述式の無答が目立つ。 
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～課題のある問題～ 

１一 本の紹介カードに書かれている登場人物の様子が具体的に表現されている箇所として適切なも

のを選択する。 

（正答率：国＝８４．１％、市＝７８．８％） 

 

 

３三 アンケートをとる対象と質問内容、その質問に

ついての回答を基にした内容を載せることで興味を持

ってもらえると考えた理由を書く。 

  （正答率：国＝６８．８％、市＝６２．６％）（無

答率：国＝７．４％、市＝９．５％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～学習指導に当たって～ 

★★★ 集めた材料を整理して文章を構成する力の育成 ★★★ 

 

目的に応じて集めた材料を分類するなどして整理することは、文章の構成を考える上でも効果的である。

書く目的や意図に応じて集めた材料を取捨選択したり、関連を考えて分類したり、時間的な推移や因果

関係などに基づいて整理したりすることにより、書こうとする事柄のまとまりや順序が明確になる。そ

の上で、段落の役割などを考えて文章を構成することが大切である。指導に当たっては、これまでの学

習を踏まえた上で、段落の役割などに注意して文章を構成したり、項目を立ててまとめたりする学習活

動が考えられる。その際、文章全体を通して伝えたい事柄や意見などが読み手に伝わるようになってい

るかどうかについて確かめることが重要である。 

 

 

 

 

 

 



 

 

★★★ 複数の資料から必要な情報を読み取り、関連付ける力の育成 ★★★ 

 

事実や事柄など伝えたいことを明確にして示すためには、資料から正確に情報を読み取り、適切に活用

する必要がある。一つの資料からの情報だけでは不十分な場合には、複数の資料から得た情報を関連付

けて示すことも必要になる。例えば、得た情報の中から何をどのように引用すればよいのかを判断した

り、情報と情報の関連を考え、再構成して示したりする学習活動が考えられる。その際、情報が、目的

に応じた示し方になっているかどうかなどについて確認するように指導することが大切である。 

 

★★★ 見通しをもって必要な情報を集める力の育成 ★★★ 

 

日常生活や社会生活の中から課題を決め、必要な情報を集めながら自分の考えをまとめる際には、誰に、

何のために書くのかなど、目的や意図を明確にしておく必要がある。情報を集める際は、パンフレット

やリーフレット、雑誌、新聞を利用したり、関係する人々にインタビューやアンケートを行ったりする

など、適切な方法を選択するように指導することが大切である。その際、集める情報の内容や整理の仕

方だけでなく、その情報を示すことによって、どのような効果が期待できるのかなどについても見通し

をもって行うことが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【 ７ 】 中学校数学A（主として「知識」に関する問題） 

 

※レーダーチャートは全国の平均正答率を「１」として算出した数値で作成しています。 

 

 

 

 

  

※○印：成果と考えられること 

 ※△印：課題と考えられること 

 

～課題のある問題～ 

１４（１） 反復横跳びの記録の範囲を求める。 

      （正答率：国＝２８．６％、市＝１５．５％）（無答率：国＝９．６％、市＝１０．６％） 

○ 関数領域は良好である。 

○ 最終問題の無答率が全国と同じである。（７．９％） 

△ 資料の活用、図形領域に課題がある。 
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１４（２） ６月１日から３０日までの記録を表した度数分布表から、ある階級の相対度数を求める。 

      （正答率：国＝４５．５％、市＝３８．３％）（無答率：国＝１５．０％、市＝１５．２％） 

 

～学習指導に当たって～ 

★★★ 「範囲」「相対度数」などの数学的表現の意

味を理解する力の育成 ★★★ 

 

範囲の意味を理解できるようにするために、範囲と

は、資料の最大値と最小値との差であることを確認し

た上で、資料の散らばりの程度を捉える活動を取り入

れることが考えられる。相対度数の必要性と意味に

ついて理解できるようにするために、ある階級の度

数の総度数に占める割合を求めて、資料の傾向を読み

取る活動を取り入れることが考えられる。数学的な表

現の意味を正しく理解し、説明などの中で使えるよう

にすることが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【 ８ 】 中学校数学B（主として「活用」に関する問題） 

 

※レーダーチャートは全国の平均正答率を「１」として算出した数値で作成しています。 

 

 

 

 

 

 ※△印：課題と考えられること 

 

～課題のある問題～ 

３（３） 与えられた式から、ａの変域に対応する bの変域を求める。  

  （正答率：国＝４３．２％、市＝３６．８％）（無答率：国＝１７．５％、市＝１９．２％） 

△ 資料の活用、図形領域に課題がある。 

△ 説明を求める問題の無答率が高い。 

△ 最終問題の無答率が高い。（国＝３１．２％、市＝３４．８％） 
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～学習指導に当たって～ 

★★★ 数学的な結果を事象に即して解釈する 

力の育成 ★★★ 

 

数学的な結果を事象に即して解釈できるようにするた

めに、問題解決において用いた式を事象に即して捉え

直す活動を取り入れることが考えられる。 

 

 

★★★ 実生活における問題の解決に数学を活用する 

力の育成 ★★★ 

 

実生活における問題を数学を活用して解決できるよう

にするために、具体的な場面において、事象を理想化・

単純化して数学の問題として捉え、解決する場面を設定

することが考えられる。さらに、その解決の過程や結果

を振り返り、新たな問題を見いだし、解決する場面を設

定することも考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【 ９ 】 質問紙調査のクロス分析（文部科学省報告書より） 

 

 

☆ 以下と回答している児童生徒の方が、教科の平均正答率が高い傾向が見

られる。 

 

① 円滑なコミュニケーションのある授業  

・友達の前で自分の考えや意見を発表することが得意である。 

・友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞くことができる。 

・友達と話し合うとき、友達の考えを受け止めて、自分の考えを持つことができる。 

・自分の考えを発表する機会が与えられていたと思う。 

・学級の友達と〔生徒〕の間で話し合う活動では、話し合う内容を理解して、相手の考えを最後

まで聞き、自分の考えをしっかり伝えていたと思う。 

・全学年までに受けた授業では，学級の友達と〔生徒〕の間で話し合う活動をよく行っていたと

思う。 

・学級の友達と〔生徒〕の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりするこ

とができていると思う。 

 

② 子どもが主体的に活躍する授業  

・先生から示される課題や学級やグループの中で、自分たちで立てた課題に対して、自ら考え、

自分から進んで取り組んでいたと思う。 

・学級やグループの中で自分たちで課題を立てて、その解決に向けて情報を集め、話し合いなが

ら整理して、発表するなどの学習活動に取り組んでいたと思う。 

※全国平均は破線部分、柏原市平均は色つきの部分 



③ 効果的に「書く」「話す」力を高める場面のある授業 

 

・「総合的な学習の時間」では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表す

るなどの学習活動に取り組んでいる。 

・自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てな

どを工夫して発表していたと思う。 

・400 字詰め原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くことは難しいと思わない。 

・学校の授業などで、自分の考えを他の人に説明したり、文章に書いたりすることは難しいと思

わない。 

・国語の授業で自分の考えを書くとき、考えの理由が分かるように気を付けて書いている。 

・国語の授業で意見などを発表するとき、うまく伝わるように話の組立てを工夫している。 

・国語の授業で目的に応じて資料を読み、自分の考えを話したり書いたりしている。 

・授業で学んだことを、ほかの学習や普段の生活に生かしている。 

 

 

④ 自己有用感を高める支援 

 

・先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【 １０ 】 柏原市としての今後の取組み 

 

・引き続き「書く力の育成」にスポットを当てて学力向上推進に取り組む。 

・各校の校内研究推進に以下の『【11】学校における今後の取組み』に記す「書く」活動

の中で留意することを含んだ指導助言を行う。 

・幼小中一貫教育をより一層推進し、連続性のある学びを追究する。 

・家庭学習習慣の定着についての啓発を行う。 

・スマートフォンやゲーム等、メディアについての研修を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【   １１  】 学校における今後の取組み 

～ 国語 ～ 

課題となっている「書く」活動の中で留意すること 

 

□ 材料を分類して整理する。 

□ 目的や意図に応じて文章全体の構成を考える。 

□ 要点を短い言葉で順序立てて構成を考える。 

 

□ 読み手を意識して書く。（⇔書き手を意識して読む） 

□ 習った漢字は使う。 

□ 事実、感想、意見を区別して書く。 

□ 自分の考えを支える根拠を明確にする。 

□ 冒頭部や終結部の書き方を工夫する。 

□ 場に応じた最適な表現をする。 

□ 効果を考えて書く。 

 

□ 振り返る観点を明確にする。 

□ 書いた文章を再構成する。 

 

 

学校は、以上の留意することを踏まえ、教科横断的に「書

く機会」を多く設け、組織的に「書く活動」の充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

取材 

構成 

 

 

 

記述 

推敲 



～ 算数・数学 ～ 

これからの算数・数学の授業づくり 

 

□ 公式の暗記、公式の意味理解の両方とも大切にする。 

・・・繰り返し練習する習得の時間と公式の意味を考える時間のメリハリをつける。 

□ 考えを数学的表現を用いて説明する活動を取り入れる。 

   ・・・数学的表現も正しく理解して使えるようにする。 

□ 具体的な生活場面とつなげて考えることも取り入れる。 

   ・・・時には生活場面と算数・数学とのつながりについて 

 

 

 

学校は、以上のような算数・数学の授業づくりを組織的に

推進する。 

 

大阪府教育センターの研修より 



【 １２ 】 家庭における今後の取組み 

 

・早寝早起き、朝ごはんを食べるなどの基本的生活習慣の定着。 

・発達段階に応じた家庭学習習慣の定着。 

・スマートフォンやゲーム等、メディアについてのルール作り。 

 

【早寝早起き、朝ごはんを食べるなどの基本的生活習慣の定着】 

●規則正しい時間に寝て起きるリズムを意図的につくる。 

 ●体温のリズムやホルモンのバランスが崩れないよう睡眠時間は平均８時間以上とるよ

う促す。 

 ●毎朝ごはんを食べるよう促し、脳を生き生きとさせ、やる気や集中力を高め、学校で

の学習能力の向上につなげる。 

 

【発達段階に応じた家庭学習習慣の定着】 

●発達段階に応じて家庭学習時間のめやすを決める。 

  

 

 

 

 

 

【スマートフォンやゲーム等、メディアについてのルール作り】 

●テレビ、ゲーム、携帯電話、スマートフォン、パソコン等の使用時間や使い方につい

て、家庭内でルールを決める。特に使い方を誤るとトラブルのもとになるSNS（ソー

シャル・ネットワーキング・サービス）等の利用については、家庭内でしっかりと約

束事を決めておく。 

≪参考例≫ 

＜小学校＞              ＜中学校＞ 

     低学年・・・３０分          １・２年生・・・１２０分 

     中学年・・・４５分          ３年生・・・・・１５０分 

     高学年・・・６０分 


